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民
間
病
院
が
救
命
・
診
療
活
動
に
活
躍

　
総
合
的
な
災
害
医
療
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
一
月

に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の

際
に
被
害
を
受
け
た
病
院
の
立
場
、

救
援
活
動
を
行
っ
た
医
師
（
病

院
）
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
震
災

時
の
病
院
の
対
処
、
医
療
活
動
の

問
題
点
や
対
応
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
ま
ず
座
長
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
の

菅
波
茂
氏
が
「
震
災
が
起
き
た
場

合
、
私
的
病
院
は
救
援
活
動
の
拠

点
病
院
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

で
い
い
の
か
」
と
問
題
提
起
し
た
。

;R

t

瀬
尾
柘

古
畑
正

I
I
S
I

.
I
I

I
I

荒
尾

今

次

昌

男

　
最
初
に
兵
庫
県
医
師
会
長
の
瀬

尾
価
氏
が
登
壇
し
、
被
害
状
況
や

病
院
職
員
の
出
勤
状
況
等
を
ス
ラ

イ
ド
で
報
告
し
、
震
災
に
対
す
る

最
大
の
反
省
点
と
し
て
、
①
ご
収

神
間
に
地
震
は
な
い
」
と
い
う
妄

説
に
よ
る
危
機
管
理
意
識
の
欠
如
、

②
医
師
会
自
身
が
被
災
す
る
と
い

う
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

医
療
機
能
の
麻
蝉
、
③
災
害
医
療

と
救
急
医
療
の
区
別
の
正
確
な
知

識
の
不
備
―
を
挙
げ
た
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
後
の
問
題
点

と
し
て
、
①
情
報
の
途
絶
、
②
ア

ク
セ
ス
の
途
絶
、
③
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
途
絶
、
④
医
薬
品
・
医
療
材

料
の
不
足
、
特
に
水
の
不
足
は
致

命
的
１
と
の
考
え
を
示
し
た
。
‘

　
さ
ら
に
、
災
害
医
療
を
第
一
期

　
（
四
十
八
～
七
十
二
時
間
）
、
第

二
期
（
三
日
目
か
ら
二
～
三
週

間
）
、
第
三
期
（
三
週
目
以
降
）

に
分
け
て
解
説
。
最
後
に
今
後
の

課
題
と
し
て
、
①
情
報
の
確
保
、

②
ア
ク
セ
ス
の
確
保
、
③
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
確
保
、
④
第
二
、
第
三
の

指
揮
指
令
塔
の
整
備
、
⑤
広
域
医

師
会
間
の
相
互
連
携
シ
ス
テ
ム
の

整
備
、
⑥
水
お
よ
び
医
薬
品
の
備

蓄
、
⑦
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研

修
、
訓
練
、
⑧
建
物
お
よ
び
設
備

の
耐
震
性
の
強
化
１
－
を
挙
げ
た
。

　
次
に
当
協
会
常
任
理
事
の
古
畑

正
氏
は
、
被
災
に
遭
い
な
が
ら
も

懸
命
に
診
療
活
動
を
行
っ
た
民
間

病
院
の
事
例
を
報
告
。
っ
災
害
医

療
の
拠
点
と
な
る
救
急
医
療
機
関

は
災
害
に
強
い
新
耐
震
基
準
の
医

療
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
民
間
病
院
の
経

営
状
況
を
考
え
る
と
、
新
築
・
改

築
は
不
可
能
で
あ
り
、
公
的
補
助

が
必
要
Ｌ
と
訴
え
た
。

　
ま
た
、
災
害
医
療
で
は
ト
リ

‘
ア
ー
ジ
（
選
別
）
、
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
（
応
急
処
置
）
、
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
シ
ョ
ン
（
搬
送
）
が
重
要
で

あ
る
と
し
、
な
か
で
も
、
最
大
多

数
の
傷
病
者
に
最
善
の
医
療
を
施

す
た
め
に
、
患
者
の
緊
急
度
と
重

症
度
に
よ
り
治
療
優
先
順
位
を
決

め
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
次
に
、
当
協
会
兵
庫
県
支
部
長

の
荒
尾
素
次
氏
が
自
ら
の
被
災
体

験
を
基
に
報
告
。

　
ま
ず
、
被
害
病
院
の
患
者
転
送

の
情
報
が
入
ら
ず
、
ま
た
自
身
の

対
応
も
遅
れ
た
こ
と
を
反
省
点
と

し
て
挙
げ
、
次
に
電
話
よ
り
フ
ァ

ク
ス
の
方
が
連
絡
が
取
り
や
す

か
っ
た
と
報
告
。
全
日
病
の
名
簿

に
は
フ
ァ
ク
ス
番
号
が
あ
っ
た
も

の
の
医
師
会
名
簿
等
に
は
な
く
、

今
後
の
課
題
と
指
摘
し
た
。
さ
ら

に
、
ほ
と
ん
ど
活
動
で
き
な
か
っ

た
公
立
病
院
に
対
し
、
職
員
ら
が

被
災
に
遭
い
な
が
ら
も
必
死
に
医

療
活
動
を
行
っ
た
私
的
病
院
の
活

躍
ぶ
り
を
報
告
。
ま
た
、
医
薬
品

の
卸
な
ど
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
も
報
告
す
る
一
方
、
ほ
と

ん
ど
閉
ま
っ
て
い
た
調
剤
薬
局
に

苦
言
を
呈
し
た
。

　
最
後
に
壇
場
に
立
っ
た
当
協
会

兵
庫
県
支
部
の
西
昂
氏
は
、
神
戸

市
内
の
被
災
現
場
の
写
真
、
手
術

場
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
高
額
医
療
機

器
す
べ
て
が
破
損
し
た
自
院
の
内

部
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
。
さ

ら
に
、
震
災
発
生
時
の
一
月
十
七

日
か
ら
一
月
二
十
日
ま
で
の
自
院

の
被
災
状
況
や
医
療
活
動
を
時
間

の
経
過
を
追
っ
て
説
明
し
た
。

　
ま
ず
、
地
震
発
生
後
直
ち
に
入

院
患
者
百
二
十
二
名
の
安
全
を
確

認
し
た
も
の
の
、
午
前
九
時
に
は

外
来
に
患
者
が
殺
到
。
約
三
十
名

の
死
亡
を
確
認
す
る
な
ど
阿
鼻
叫

喚
に
陥
っ
た
状
況
を
生
々
し
く
再

現
し
た
。
さ
ら
に
、
透
析
患
者
の

容
体
悪
化
、
重
症
患
者
へ
の
対
応
、

自
院
の
損
壊
の
危
機
等
に
よ
る
患

者
の
転
送
時
の
状
況
を
報
告
し
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
訴
え
た
。
ま
た
、
災
害
医
療
は

最
初
の
二
時
間
で
決
ま
る
と
、
自

ら
の
体
験
を
踏
ま
え
て
報
告
。
直

径
五
キ
ロ
以
内
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等

の
緊
急
搬
送
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠

で
あ
り
、
無
条
件
に
被
災
地
の
患

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
が

何
よ
り
も
大
切
と
強
調
し
た
。

　
最
後
に
、
座
長
の
菅
波
氏
が
。

　
「
民
間
病
院
が
震
災
等
で
活
躍
す

る
場
合
に
は
光
と
影
の
部
分
が
あ

る
」
と
し
、
「
経
費
の
問
題
を

は
っ
き
り
さ
せ
な
い
と
難
し
い
。

美
談
的
な
も
の
で
は
継
続
し
て
い

か
な
い
」
と
述
べ
、
熱
心
な
討
議

を
締
め
く
く
っ
た
。
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